
2024年6月13日～14日

JIA 関東甲信越支部 保存問題委員会主催

（記録のまとめ：福田之一）

国宝建造物修理現場見学および近代和風建築物の保存活用状況視察

（抜粋版）

国宝 妙法院庫裏 保存修理現場見学 および 大書院など見学
国宝 三十三間堂 防災設備改修見学 および 特別法要
国宝 延暦寺根本中堂 保存修理現場見学 および 大書院見学
河井寛次郎記念館（旧河合寛次郎邸）
和中庵（旧藤井彦四郎邸）
無名舎（旧吉田邸）



参加者名簿

氏名 所属

1 副委員長 下崎明久 JIA長野地域会

2 池森 梢 長野地域会会長

3 委員 黒田和司 JIA神奈川地域会

4 委員 安達文宏 JIA千葉地域会

5 ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 太田安則 JIA千代田地域会

6 委員長 福田之一 JIA目黒地域会

7 委員 大嶽陽徳 JIA栃木地域会

8 委員 長井淳一 JIA群馬地域会

9 石津幸子 日本ｲﾝﾃﾘｱﾌﾟﾗﾝｱｰ協会理事

10 中村則正 NEO建築設計代表、NPO古材文化の会



京都 国宝建造物改修現場視察ツアー計画

第1日目  6/13(木) 20240418

場所 時刻 交通機関 見学先・備考

東京駅

京都駅 新幹線(各自手配お願いします。)

集合場所：別紙参照（八条口タクシーのりば）

京都駅 八条口 発 13:00タクシー4人分乗＊3台（割勘でお願いします。）

移動15分+15分

妙法院 13:30見学90分（京都府教育委員会許可） 国宝庫裏修理現場および重文玄関、重文大書院
案内：京都府技師および中村則正氏

発 15:00徒歩400ｍ移動10分 +予備5分 撮影はOK,ネット公開不可。

河井寛次郎記念館 15:15見学45分。予約済（12名、15~16時）。 昭和12年1937築の工房・自宅。東山五条。

発 16:00徒歩800ｍ移動20分 +予備10分 途中、方広寺（国家安康の鐘）

三十三間堂 16:30見学30分 重文太閤塀、重文南大門。

（国宝蓮華王院本堂） 17:00いったん退出後、三十三間堂での法要に特別参加 法要15分：案内中村則正氏

発 17:30タクシー4人分乗＊3台（割勘でお願いします。）

移動20分 +予備10分

祇園鳥居本 18:00東山区祇園町南側570-8、 075-525-2810 3時間、芸妓・舞妓・地方と共に夕食

21:00ホテルまで徒歩800ｍ

自由移動（参考ルート：花見小路→建仁寺→団栗橋→木屋町高瀬川
→四条河原町→寺町通）

ホテル （21:30） チェックイン各自 三井ガーデンホテル京都河原町浄教寺

（朝食付きプラン） 075-351-1131



第2日目　6/14（金）
ホテル モーニングコール7:00　、朝食各自（6：30～）

チェックアウト各自
発 8:00 マイクロバス移動60分

比叡山延暦寺根本中堂 9:00 見学60分　 国宝根本中堂修理現場
発 10:00 案内：滋賀県技師および中村則正氏

比叡山東塔　大書院 10:15 見学60分　 1919築、設計武田五一、登録文化財
案内：延暦寺担当

発 11:15 マイクロバス移動30分+15分
昼食（銀閣近く） 12:00 注文・精算各自 銀閣おめん　60分

発 13:00 マイクロバス移動10分+５分
和中庵 13:15 見学90分 疎水近くの東山別荘群の一つ、洋館、客殿、茶室

案内：福田
発 14:45 マイクロバス移動45分+15分

無名舎（旧吉田家住宅） 15:45 見学45分 京町家（新町通六角）
黒田氏の紹介

16:30 マイクロバス移動25分+5分
京都駅 17:00 解散



２．河井寛次郎記念館

6.  延暦寺大書院

１．妙法院庫裏
保存修理現場

8．和中庵
（旧藤井彦四郎邸）

３．三十三間堂
防災設備改修現場

５ 延暦寺根本中堂
保存修理現場

9. 無名舎
（ 旧吉田邸）

4. 祇園鳥居本

7．銀閣おめん

比叡山へ

見学先ルートマップ

宿泊ホテル
三井ガーデンホテル
四条河原町浄教寺

駐車場

6月13日
No.1～４

6月14日
No.5～9



１．国宝妙法院庫裏 保存修理現場
京都市東山区七条上ル



妙法院 境内
開山 最澄
豊臣秀吉による造営
天台三門跡（青蓮院、三千院）
三十三間堂は飛地境内、所有管理

庫裏（国宝）
1595豊臣秀吉建立
修理保存現場

玄関（重要文化財）
桃山時代、1619移築

大書院（重要文化財）
桃山時代、1619移築

本堂（普賢堂）
寛政時代、1799建立

宸殿（普賢堂）
明治時代、1898建立

白書院
門主の私的空間

唐門
享保時代、1730建立

東大路通



案内は妙法院大道執事庶務部長、京都府文化財保護課引間主査。仮囲いは在来の木組で伝統工法の継承を目的とする。



２．河井寛次郎記念館（旧河合寛次郎邸）
京都市五条坂鐘鋳町569

国登録有形文化財
寛次郎自身が設計、大工の兄が棟梁となり、1937（昭和12年）竣工





３．三十三間堂（蓮華王院）
京都市東山区三十三間堂廻町657

国宝
重要文化財

南大門
重要文化財



太閤塀 重要文化財南大門 重要文化財

蓮華王院 国宝



蓮華王院三十三間堂の御本尊 十一面千手千眼観世音。特別法要は妙法院福井執事総務部長。



４．祇園 鳥居本



京都の文化の真髄を堪能。市紘、小桜、まほ璃による舞と唄。



宿泊：三井ガーデンホテル
四条河原町浄教寺

京都市下京区寺町通四条下る
貞安前之町620番

寺院とホテルの複合施設
・繁華街のすぐ裏にある寺院境内
の容積率をホテルとして活用。

・ホテルの内装デザインは解体し
た寺院にあった木組みや象鼻、
木彫を効果的に見せる。



５．国宝 延暦寺根本中堂
保存修理現場
滋賀県大津市坂本本町4220番地

根本中堂延暦寺大書院





滋賀県文化財保護課本田主査による案内。
仮囲は鉄骨造。
檜皮葺きの葺き替え。



６．延暦寺 大書院
滋賀県大津市坂本本町4220番地

延暦寺大書院は1919年（大正8年）頃に「煙草王」と
も言われた京都の実業家・村井吉兵衛（むらいきち
べえ）が第122代・明治天皇の女官で、後妻になった
山茶花の局・薫子（かをこ）の為に東京都千代田区
山王台に建てた山王荘



案内は延暦寺総務部主事補 小寺氏。
大書院の設計者武田五一はヨーロッパ留学で影響を受けたアールヌーボーや
セセッションを日本に紹介しているが、一方で古建築にもかかわりが深い。



７．和中庵（旧藤井彦四郎邸）保存活用
京都市左京区鹿ケ谷桜谷町110

1926（大正15年）
藤井彦四郎の本宅
近江五箇荘出身
繊維製造販売

1949（昭和24年）
ノートルダム修道会が取得

2007（平成19年）
ノートルダム女学院に移管

2015（平成27年）
保存改修活用へ

解体予定であったが、当時単身赴任中であった福田委員が保存活用を検討し、
中止することができた。



慈照寺銀閣

霊鑑寺

ノートルダム女学院

ノートルダム女学院

和中庵

平安神宮

京都大学

南禅寺

岡崎別荘群

真如堂

今戒光明寺

●

哲学の道

哲学の道

大文字山

霊鑑寺

大豊神社永観堂禅林寺

ノートルダム
女学院

中学高等学校



桜谷ハウス（解体） 主屋（解体）

2012 2016 茶室（改修）
外壁復元
内部改修

洋館（改修）
外壁修復
照明

客殿（改修）
耐震補強
洋室→和室復元

ユージニア館 RC（改修）
用途変更：寄宿舎→学校施設
階段変更、EV設置、外部建具変更

蔵（改修）
前室入口
展示室

before after

ユージニア館 RC



客殿（改修前）

花見の間の床の間裏に当たる位置にある意匠建具。
当初は明り障子が入っていたと推察。

襖に描かれた金銀砂子
技法の飛雲ぼかし
（現存せず）

フラットのフローリングとなっていた床の間の復元。
筬欄間（おさらんま）に貼られていた和紙をはがし清掃。

改修前 改修前

中の間には琵琶床の痕跡があるが復元せず。
琵琶床上部窓には明り障子と板戸があり
内部から片手で開閉するため工夫がある。

張出す軒を支える桔木（は
ねき）を調整し、広縁の雨
戸を動くようにする。



竹風軒 広間

・床の間がフラットになって
いたが、春慶塗（？）の床框
の痕跡が一部残っていたので
赤漆塗の床の間を復元。

改修前



おめん本店の昼食

和中庵をノートルダム女学院3階から望む



８．旧吉田家住宅（生活工藝館無名舎）
京都市中京区六角町363

（HPから抜粋）



黒田委員の紹介で御当主身内の相澤氏から
京町家の気候特性を活かした佇まいについて説明を受ける。
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